
立
手
し
時
呪
の
事
、
◎
痔
の
神
と
人
の
信
仰
可
笑
事
、
◎
油
気
ま
じ

な
い
の
事
、
◎
痔
疾
ま
じ
な
い
の
事
、
◎
雷
を
嫌
ふ
も
の
薬
の
事

こ
の
ほ
か
に
、
処
方
に
ま
つ
わ
る
話
も
あ
る
。

◎
実
母
散
起
立
の
事
（
巻
一
）
、
◎
十
千
散
起
立
の
事
（
巻
六
）

『
耳
嚢
』
の
刊
行
本
は
、
岩
波
文
庫
の
旧
版
の
二
冊
本
（
一
九
三
九

年
初
版
）
は
六
巻
本
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
同
文
庫
の
『
耳
嚢
』
は

上
中
下
の
三
冊
本
（
一
九
九
一
年
刊
）
で
、
こ
れ
に
住
新
し
く
一
○
巻

本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
東
洋
文
庫
に
も
『
耳
袋
』
二
冊
本

（
一
九
七
二
年
初
版
）
が
あ
り
、
こ
れ
も
一
○
巻
本
で
あ
る
が
、
こ
の

刊
本
は
．
ヘ
ー
ジ
数
の
関
係
か
ら
、
呪
い
や
民
間
療
法
的
な
記
事
は
削

除
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
岩
波
文
庫
の
三
冊
本
を
用
、
い

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
底
本
に
な
っ
た
も
の
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
等
ハ
ー
ク
レ
ー
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
所
蔵
の
旧
三
井
文
庫
で
、
現

在
知
ら
れ
る
諸
本
中
唯
一
の
一
○
巻
完
備
の
本
で
あ
る
。

（
熊
本
工
業
大
学
）

医
学
の
発
展
を
柔
な
い
昔
の
人
々
は
、
病
気
の
苦
し
拳
や
歯
の
痛

桑
の
際
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
た
か
を
考
え
る
の
は
、
興

味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

古
来
よ
り
、
こ
れ
ら
の
時
の
対
応
の
方
法
は
、
神
仏
に
祈
願
す
る

よ
り
他
に
仕
方
が
な
っ
か
た
よ
う
で
、
各
地
の
習
俗
や
民
間
信
仰
の

中
に
多
く
残
っ
て
お
り
、
今
な
お
伝
承
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
、
群
馬
県
沼
田
市
内
に
あ
る
石
仏
は
、
地
元
の
人

た
ち
か
ら
「
味
噌
な
め
じ
い
さ
ん
」
「
味
噌
な
め
ば
あ
さ
ん
」
と
崇

め
ら
れ
、
古
く
か
ら
風
邪
や
歯
痛
を
治
す
霊
験
が
あ
る
と
伝
承
さ
れ

て
い
て
、
人
々
は
、
風
邪
や
歯
痛
に
な
る
と
味
噌
を
持
参
し
、
石
仏

の
口
に
こ
の
味
噌
を
塗
り
こ
ゑ
、
そ
の
快
癒
を
一
心
に
祈
願
す
る
と

治
る
と
固
く
信
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

11

群
馬
県
沼
田
市
の
石
仏
と
民
間
信
仰
に

つ
い
て

○
Ｄ
湯
浅
高
之
・
の
藤
野
瑁
男
．
⑳
屋
代
正
幸
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こ
の
よ
う
な
風
習
が
他
に
な
い
か
と
詮
索
し
て
み
る
と
、
い
く
つ

か
の
事
例
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
な
で
仏
」
と

い
わ
れ
る
仏
像
が
あ
り
、
「
お
び
ん
ず
る
様
」
と
人
口
に
は
謄
灸
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
び
ん
ず
る
尊
者
は
、
釈
迦
の
弟
子
で
、
十
六
羅
漢

の
筆
頭
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
像
は
、
各
地
の
寺
院

に
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
日
本
で
は
い
つ
の
頃
か
ら
か
、

自
分
の
身
体
の
痛
ん
で
い
る
所
を
な
で
て
、
そ
の
手
で
び
ん
ず
る
様

の
相
当
す
る
所
を
な
で
る
と
、
病
気
が
治
る
と
信
仰
さ
れ
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
の
曹
洞
宗
高
岩
寺
は
、
「
と
げ
ぬ

き
地
蔵
」
の
名
で
知
名
度
が
高
い
が
、
こ
の
寺
の
境
内
に
も
同
様
の

石
仏
が
あ
る
。
通
称
「
洗
い
観
音
」
と
呼
ば
れ
る
石
仏
で
、
寺
伝
に

よ
る
と
こ
の
石
仏
は
、
縁
あ
っ
て
明
治
二
十
四
年
頃
、
他
所
よ
り
移

築
さ
れ
た
も
の
と
あ
る
。
こ
の
石
仏
も
、
病
を
得
て
い
る
人
が
、
自

分
の
病
ん
で
い
る
部
分
と
相
応
す
る
部
分
に
水
を
か
け
て
た
わ
し
で

洗
い
、
治
癒
を
祈
願
す
る
と
快
癒
す
る
と
い
わ
れ
、
古
く
か
ら
信
仰

洗
い
、
治
癒
を
祈
配

さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
こ
の
よ
う
な
習
俗
は
、
種
食
伝
承
さ
れ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
、
石
仏
の
口
に
味
噌
を
塗
る
ど
い
う
習

俗
は
、
歯
科
医
学
的
に
も
民
族
学
的
に
も
興
味
あ
る
事
例
な
の
で
、

実
地
踏
査
し
、
こ
れ
に
類
似
し
た
習
俗
と
を
比
較
検
討
し
、
考
察
し

た
の
で
報
告
す
る
。

Ｄ
の
（
池
園
歯
科
研
究
会
）

の
（
日
本
歯
科
大
学
）
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